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ギ ー T 19 (8-4-d≪1) (2)
を得た｡3) 現実の三次元系で臨界点での粘性率の異常性が対数発散か,弱いベキ発散か,
あるいはカスプ型かをみるためには (1),(2)の制限条件をとり除かねばならない｡
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符 - i T-0･0540レ = 7 T-0･036 (y二号)
ここに, 符は Tに敏感に依存 しない量である.
(i) Rayleigh 線巾は臨界領域の極限で,





(1)と (4)を比べてみると号- 符｡であると結論できる.つまり, (4)において
background q｡は excess部分に対 して積の形ではいっているのである (multi-
plicative renormalization)｡ これに対応する実験事実として,二成分溶液の場
合,いろいろな物質において トー タルの (生の )粘性率の T との log-logプロット
が非常に直線上にの り,その傾きが約-0.04 になるということが経験的に知られて
いた｡ (文献 2)に収ろくされているSengersの総合報告参照 ) gas-1iquid転移
の場合でも,例えば,Xenon,Ethaneのデータ5)から同様のことを確かめること
ができる｡ (4)はそれに対する理論的根拠を与えるものである｡ Multiplicative
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